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平成１８年度業務実績

１ 中期計画の進捗状況（自己評価）

(1)自己評価の方法

(2)自己評価の結果

ア 全体的な状況

中期計画全体の進捗は「概ね順調 （標準のＢ評価）」

イ 大項目ごとの状況

注： 業務運営」のｃ評価について「
（ ） 、 、評点平均値 3.14 ではｂ評価に該当するが 2点以下の項目数割合等を勘案し

１ランク低いｃ評価とした。

２ 平成１８年度の主要な成果

(1)教育研究

① 国家試験合格率の目標達成

各学部における総合的支援（補講、模擬試験等）の充実により、目標合格率を

掲げる５つの国家試験はいずれもその目標を達成。

⑱目標合格率 ⑱実績合格率 （参考⑰実績）

管理栄養士 100％ → 100 ％ （ 100％ ）
社会福祉士 50％※ → 53.8％ （ 49.5％ ）
看 護 師 100％ → 97.6％ （ 86.8％ ）
保 健 師 100％ → 100 ％ （ 76.6％ ）
助 産 師 100％ → 100 ％ （ 100 ％ ）

※平成22年度末における合格者数累計／卒業者数累計

①年度計画の各項目ごとに達成状況を５段階評価（5点、4点、3点、2点、1点）

＊３点が標準（達成度90％以上100％未満）

②年度計画の５つの大項目区分ごとに５段階評価（ｓ，ａ，ｂ，ｃ，ｄ）
＊ｂが標準（評点①の単純平均値2.7以上3.4以下）

③年度計画全体の達成状況を５段階評価（Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ）

＊Ｂが標準（評点②の加重平均値2.7以上3.4以下）

積上

積上

（中期計画の区分別の進捗状況）

（中期計画全体の進捗状況）

大項目区分

評　点 評　定

５点 ４点 ３点 ２点 １点 平均値

(120%以上)(100～120) (90～100) (70～90) (70未満) ②

教育研究 138 128 3 16 93 16 0 3.05 ｂ（概ね順調）

業務運営 41 36 0 10 21 5 0 3.14 ｃ（やや遅延）

財務内容 13 13 1 3 7 2 0 3.23 ｂ（概ね順調）

点検・評価 5 5 0 0 5 0 0 3.00 ｂ（概ね順調）

その他 4 3 0 0 3 0 0 3.00 ｂ（概ね順調）

全体 201 185 4 29 129 23 0 ③ 3.10 Ｂ（概ね順調）

中期計画
（H18～23）

項 目 数
年度計画
項 目 数

評点別項目数　①

平成１８年度実績（自己評価結果）
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② 教育課程の見直しと学部学科の再編

(ｱ) 平成19年度入学生から適用する新たな教育課程を編成。特に基礎・教養科目

を充実・改善。

(ｲ) 大学の理念・目的・教育目標に沿った教育研究組織（学部学科・大学院・共

通教育機構）の再編を実行 （４学部６学科→３学部５学科）。

(ｳ) 入試広報活動の強化等により志願者数は前年度比44.9％増（＋540人 。）

③ 教員の教育研究能力の向上

(ｱ) 積極的な研究活動を促すため、学内競争的研究費の配分の見直しを行うとと

もに審査主体を明確化。

(ｲ) 文部科学省の科学研究費補助金などの学外の教育研究資金の応募が大幅増。

18年度分（17年度申請） 19年度分（18年度申請）

科学研究費 １８件 → ５５件
ＧＰ １件 → ４件

④ 学生支援の充実

(ｱ) 健康支援体制を強化するため、保健室及び学生相談室を週５日開設とし、学

生相談室には学外カウンセラー２名を増員。

(ｲ) 学生の自主的・創造的な課外活動を支援する助成制度として「ＹＰＵドリー

ムアドベンチャープロジェクト」を創設（申請14件うち採択5件 。）

⑤ 地域貢献活動の積極的な展開

(ｱ) 学外との共同研究、学外からの受託研究の件数が大幅増。

17年度 18年度

共同研究 １件 → ７件
受託研究 １２件 → １９件

（ 、 、 ）(ｲ) オープンカレッジ 公開講座 サテライトカレッジ キャリアアップ研修等

の拡充

17年度 18年度

延べ開催回数 ９９回 → １１３回
延べ受講者数 ２，０６９人 → ４，２０６人

＊公開講座、サテライトカレッジ、桜の森カレッジ、キャリアアップ研修の合計

(ｳ) 国公立大学では初の「エコアクション２１」の認証取得。学生・教職員一体

による環境負荷低減活動、環境教育の全学必修化などに取り組み （光熱水費。

は対前年度比△5.4％）
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(2)業務運営

① 機動的・弾力的な運営体制の構築

(ｱ) 役員連絡会議、部局長事務連絡会議、学部長等連絡会議の定期開催、法人部

門への「経営企画室」の設置など、理事長（学長）補佐体制を確立。

(ｲ) 経営審議会、教育研究評議会の学外委員や同窓会からの意見を大学運営に積

極的に反映するなど、外部有識者等が大学運営に参加する仕組みを充実。

② 人事の適正化

(ｱ) 教員の採用・昇任を、従前の学部教授会による選考方法から人事委員会によ

る選考方法に変更し、全学的視点に立った公正・透明な人事を実行。

(ｲ) 全学的視点を踏まえた機動的な学部運営が行えるよう、学部長、研究科長の

選考を、従前の教授会による選考方法から理事長（学長）による指名方式に変

更。

(ｳ) 管理職手当、退職手当、通勤手当の適正化など、給与制度の見直しを実施。

(3)財務内容

① 自己収入の増加

(ｱ) 平成19年度から授業料を国立大学授業料標準額と同額に改定（年間増収見込

額20百万円）

(ｲ) 外部研究資金獲得額は目標（前年度比20％増）を上回る25％の増。

17年度 18年度 増減率

科学研究費等 ２１，８００ → ２６，４２０ +21.2
奨学寄附金 ７，３６０ → ８，８９０ +20.8
受託・共同研究 ９，３３６ → １３，１０３ +40.3

計 ３８，４９６千円 → ４８，４１３千円 +25.8%

３ 平成１９年度以降の主な取組

(1)新たな教育課程、教育研究組織の実効ある運営

(2)教員の教育研究活動の促進

(3)学生支援の充実強化

(4)広報活動の戦略的・重点的な展開

(5)人事・給与制度の適正な管理（人事評価制度の導入、プロパー事務職員の計画的

採用）

(6)自己収入の増加、経費の抑制（外部資金の獲得、定型的業務の外部委託など）
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◆ 平成18年度決算の概要

○当期総利益(利益剰余金)の発生要因

収益増 15百万円(入学金、入学試験料等)

費用減 18百万円(運営管理費、実習経費等)

(単位　百万円)

経常費用 2,029

人件費 1,548

教育・研究費 287

一般管理費 193

財務費用 1

経常収益 2,062

運営費交付金収益 1,135

授業料等収益 800

受託研究等収益 13

その他収益 114

経常利益 33

臨時損失 141

臨時利益 141

当期総利益 33

損益計算書の要旨
平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで

(単位　百万円)

Ⅰ固定資産 6,386Ⅰ固定負債 667

有形固定資産 6,361Ⅱ流動負債 195

土地 2,400 862

建物 3,306

その他 655Ⅰ資本金 5,811

無形固定資産 25Ⅱ資本剰余金 ▲ 110

Ⅱ流動資産 210 資本剰余金 24

現金及び預金 207 ▲ 134

その他の流動資産 3Ⅲ利益剰余金 33

5,734

6,596 6,596　負債・資本合計

損益外減価償却累計額（▲）

貸借対照表の要旨
　(平成19年3月31日現在）

資産の部

資産合計

負債の部

負債合計

資本の部

資本合計

(単位　百万円) 

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー 226

業務活動による支出 ▲ 1,812

業務活動による収入 2,038

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 3

有形固定資産の取得による支出 ▲ 24

施設費等による収入 21

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 17

財務活動による収入 －

リース債務の返済による支出等 ▲ 17

Ⅳ資金増加額 206

Ⅴ資金期首残高 0

Ⅵ資金期末残高 206

キャッシュ・フロー計算書の要旨
平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで

(単位　百万円）

Ⅰ 業務費用 1,332

(1) 損益計算書上の費用 2,170

(2) (控除)自己収入等 ▲ 838

Ⅱ 損益外減価償却相当額 135

Ⅲ 引当外退職給付増加見積額 34

Ⅳ 機会費用 95

Ⅴ (控除)設立団体納付額 －

Ⅵ 行政サービス実施コスト 1,596

行政サービス実施コスト計算書の要旨
平成18年４月１日から
平成19年３月31日まで


